
「北海道困難な問題を抱える女性への支援等に関する基本計画」の概要（やさしい版）

１ 計画の名前
けい かく な まえ

北海道困難な問題を抱える女性への支援等に関する基本計画
ほつかいどうこんなん もんだい かか じよせい し えんとう かん き ほんけいかく

２ 計画の目的
けい かく もく てき

自分だけでは解決できない問題を抱えて困っている女の人や、夫婦や恋人同志の間での暴
じ ぶん かいけつ もんだい かか こま おんな ひと ふう ふ こいびとどう し あいだ ぼう

力で苦しんでいる人が、安全に安心して、自分らしく暮らしていくために、みんなで協 力し
りよく くる ひと あんぜん あんしん じ ぶん く きようりよく

て手助けすることを目的としています。
て だす もくてき

３ 計画の期間
けい かく き かん

「令和６年４月～令和10年３月（５年間）」の新しい計画を作ります。
れい わ ねん がつ れい わ ねん がつ ねんかん あたら けいかく つく

４ 計画の内容
けい かく ない よう

この計画は、自分だけでは解決できない問題を抱えて困っている女の人や、夫婦や恋人同
けいかく じ ぶん かいけつ もんだい かか こま おんな ひと ふう ふ こいびとどう

志の間での暴力で苦しんでいる人が、安全に安心して、自分らしく暮らしていけるようにな
し あいだ ぼうりよく くる ひと あんぜん あんしん じ ぶん く

るために、北海道庁などが行う取組をまとめたものです。
ほつかいどうちよう おこな とりくみ

項目 取組の内容
こうもく とりくみ ないよう

①支援が必要な人を 色々な相談窓口があることをたくさんの人に知ってもらい、困って
し えん ひつよう ひと いろいろ そうだんまどぐち ひと し こま

早く見つける いる人がなるべく早く助けを求められる体制を作ります。
はや み はや たす もと たいせい つく

②気軽に行ける居場 悩みを抱えている人が、気軽に安心して気持ちを話したり、交流
き がる い い ば なや かか ひと き がる あんしん き も はな こうりゆう

所づくり することができる居場所をつくります。
しよ い ば しよ

③一時的に避難でき からだや心を危険から守るために、一時的に避難できる安全な場所
いち じ てき ひ なん こころ き けん まも いち じ てき ひ なん あんぜん ば しよ

るしくみ を確保します。
かく ほ

④日 常 生活を取り 暴力などで傷ついた人が元気を取り戻せるように、安心して生活
にちじようせいかつ と ぼうりよく きず ひと げん き と もど あんしん せいかつ

戻す支援 できる場所で、しばらくの間サポートしています。
もど し えん ば しよ あいだ

⑤自分で生活するた 困っている人が自分で生活できるようになるために、時間をかけて
じ ぶん せいかつ こま ひと じ ぶん せいかつ じ かん

めの支援 必要な手助けを続けていきます。
し えん ひつよう て だす つづ

５ 新しい計画のポイント
あたら けい かく

新しい計画では、特に、次のことにしっかり取り組んでいきます。
あたら けいかく とく つぎ と く

項目 取組の内容
こうもく とりくみ ないよう

①子どもや若者に 特に子どもや若者のみなさんに、人権の尊重や相談窓口について
こ わか もの とく こ わかもの じんけん そんちよう そうだんまどぐち

届く広報 よく知ってもらえるよう、インターネット等も活用した広報を行い
とどけ こうほう し とう かつよう こうほう おこな

ます。

②相談につなげるた 困っている人を見つけたときに、すばやく手助けできるように、学校
そうだん こま ひと み て だす がつこう

めの協 力 や警察、病院などと協 力します。
きようりよく けいさつ びよういん きようりよく

③みんなで支えるし 困っている人をどう手助けしていけばよいか、みんなで協 力して、
ささ こま ひと て だす きようりよく

くみづくり 一緒に考えるしくみを作ります。
いつしよ かんが つく

④子どもへの支援 困っている人に子どもがいる場合、子育ての手助けや、勉強のサ
こ し えん こま ひと こ ば あい こ そだ て だす べんきよう

ポートなどを行います。
おこな

６ 意見の出しかた
い けん だ

スマホやパソコンなどで、かんたんに手続きができます。
て つづ

URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/kodomoikenkeikaku.html
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